
 

 

                           令和６年（2024年）５月２日  

 クドア・セプテンプンクタータによる食中毒の発生について 

 本日、クドア・セプテンプンクタータ（以下、クドア）による食中毒が発生しましたの

で、お知らせします。 
 

１ 概要 

（１）探知 

令和６年（2024年）４月２１日（日）、熊本市内在住の方から熊本市保健所に「４月

２０日（土）に市内の飲食店を２０人で利用し、そのうち８人が体調異常を呈している。」

と連絡がありました。 

（２）調査 

当該グループは親族２０人であり、４月２０日（土）１８時から２１時頃まで当該飲

食店でこのうち１７人が同じメニューの食事をしており、うち８人が同日２１時から翌

日３時にかけて下痢、嘔吐などの症状を呈していることが判明しました。 

（３）決定 

有症者８人の共通食は、当該飲食店での食事のみであり、また、有症者の検便検査結

果、喫食状況や発症状況、当該飲食店での調理状況から、この飲食店の食事を原因とす

るクドアによる食中毒と断定しました。 

 

２ 有症者の状況 

（１）発症日時  令和６年（2024年）４月２０日（土）２１時頃（初発） 

（２）主な症状  下痢、嘔吐 

（３）喫食者数  １７人 

（４）有症者数  ８人（男性４人、女性４人、年齢４０～７０代） 

 

３ 原因食品   ４月２０日（土）の当該飲食店での食事（ヒラメの刺身を含む）（１８

時頃喫食） 

 

４ 病因物質   クドア・セプテンプンクタータ 

         （有症者８名のうち６名に検便の協力が得られ、１名の便から検出） 

 

 

 

 

 

 

 
 

－裏面があります－ 

 

報道資料 



【参考】熊本市における食中毒の発生状況（ただし、本件は含まない。） 

 令和６年 

(2024年) 

令和５年 

(2023年) 

令和４年 

(2022年) 

令和３年 

(2021年) 

令和２年 

（2020年） 

発生件数（件） ２ ２ １０ ７ ２ 

患者数（名） ６ ２ ２３ ２０ ３３ 

死者数（名） ０ ０ ０ ０ ０ 

なお、クドアによる食中毒と断定された事例は、熊本市では平成２５年に１件発生して

おり今回が２件目です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（お問い合わせ先） 
 熊本市保健所 食品保健課 
  課長：松永 孝一 
  担当：清水 奈味（副課長） 
  電話：０９６－３６４－３１８８ 
    

 

《クドアによる食中毒について》 

 

 クドアは、魚の筋肉中に寄生する寄生虫（粘液胞子虫）の一種で、大きさ約１０マイ

クロメートル（μｍ）の胞子を形成します。 

クドアは特にヒラメに寄生することが知られています。クドアが大量に寄生したヒラ

メを非加熱（刺身、マリネ等）又は加熱不十分の状態で食べると、数時間程度（約２時

間～２０時間）で一過性の下痢・嘔吐を引き起こしますが、症状は軽度であり、多くの

場合、発症後２４時間以内に回復するとされています。 

  

 ●冷凍・加熱が有効！ 

  ・冷凍する。（－２０℃で４時間以上） 

・加熱する。（７５℃以上で５分以上） 


